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＜研究概要図＞ 

公募課題名 品種多様性拡大に向けた種子生産の効率化技術の開発 

種子生産効率化マニュアルと栽培管理支援ツールの作成
→ 異品種・被害粒の混入がなく、健全な種子の安定生産技術

目的・達成目標

内容・実施体制

波及効果・国民生活等への貢献

●種子生産農家の作業時間の軽減、健全な種子の安定生産の促進
●増加する品種数に対応できる種子生産体制の構築
→ 実需者・消費者が求める品種の迅速な普及

種子生産農家の高齢化、取り扱う品種数の増加
→ 種子生産現場の慢性的な人手不足

１．隔離温室等による
交雑防止技術の開発

２．効果的な種子伝染
病害防除技術の開発

３．異型株・罹病株の
効率的検出技術の開発

４．充実種子生産のための
栽培管理支援ツールの開発

隔離温室 閉花受粉性

５．種子生産効率化の実証
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